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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記成分（Ａ），成分（Ｂ），成分（Ｃ－１），および成分（Ｃ－２）を含有することを
特徴とする毛髪洗浄料組成物。
　（Ａ）フィチン酸
　（Ｂ）界面活性剤
　（Ｃ－１）ビルベリーの植物より得られる抽出物
　　　　　　　　　　毛髪洗浄料組成物総量に対し０．００１質量％以上
　（Ｃ－２）チャの植物より得られる抽出物
　　　　　　　　　　毛髪洗浄料組成物総量に対し０．００１質量％以上
【請求項２】
（Ｄ）アミノ酸及び／またはその塩から選ばれる１種または２種以上を含有することを特
徴とする請求項１に記載の毛髪洗浄料組成物。

                                                                                
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
本発明は毛髪洗浄料組成物に関し、詳しくは、洗浄時に使用する水道水等に含まれる金属
イオンを封鎖し、あるいは塩素を除去し、髪が絡まない滑り性に優れ、すすぎ時に毛髪に
きしみがなく、指通り性に優れ、使用後に毛髪のぱさつきやごわつき感がなく、まとまり
が良好であり、つや感に優れた、あるいは洗い上がりの頭皮のつっぱり感がない毛髪洗浄
料組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
近年、ファッションとしてヘアスタイルや髪の色を楽しむようになり、ヘアカラーやパー
マを行うことは日常的になっている。ヘアカラーやパーマなどによって毛髪はダメージを
受けて、シャンプー時に髪が絡まったり、すすぎ時に指通りが悪くギシギシとした感触と
なったり、洗髪後のタオルドライ時にも髪が絡まるなどの問題点が発生している。
【０００３】
水道水等に含まれる金属イオン（鉄、銅、亜鉛、アルミニウム、マンガン、カルシウム、
マグネシウム等）は、毛髪に吸着し、毛髪の指通り性を損なわせ、ごわつき感を与える。
また同様に水道水等に含まれる次亜塩素酸などの塩素系消毒剤（塩素剤）は、毛髪を酸化
させることによりツヤ感を損なわせるなど、毛髪に悪影響を与える。そのため、金属イオ
ンや塩素剤の除去が望まれている。さらに上記のようなダメージを受けた毛髪は、金属イ
オンや塩素の影響を受けやすい状態になっており、感触の悪化を進行させてしまう。
【０００４】
金属イオンを除去する方法として、毛髪洗浄剤などに金属キレート剤を配合することが用
いられている（例えば、特許文献１参照。）。このような技術は、人工的に合成した物質
であるため人体への影響上、安心して使用できるものには至っていない。さらに、金属イ
オンをキレートする目的として、フィチン酸を配合すること（例えば、特許文献２、３参
照。）は知られている。
【０００５】
塩素剤を除去するために、例えば、アスコルビン酸、カテキン類および植物ポリフェノー
ル類からなる群から選ばれてなる少なくとも１種を主成分とする遊離塩素捕集用組成物が
知られている（例えば、特許文献４参照。）。しかしながら、特許文献４の遊離塩素捕集
用組成物は、浄水器等のフィルターとして適用するものであり、所望の場所で簡易に塩素
を除去できるものではない。そのため、イチゴ抽出物を含む塩素除去剤およびそれを用い
た化粧料が提案されている（例えば、特許文献５参照。）。
【０００６】
また、紫外線等の活性酸素による毛髪のダメージを防止する目的として、ブルーベリーの
抽出物を配合すること（例えば、特許文献６、７参照。）は知られている。しかし、フィ
チン酸とビルベリー葉エキスや茶葉エキスを組み合わせて毛髪洗浄料に配合することによ
って、洗髪時やすすぎ時、及び、乾燥後に優れた指通りを示すことは知られていない。
【０００７】
また、アシルサルコシン塩やアシルグルタミン酸塩を低刺激性洗浄基材としてシャンプー
に配合することは知られている（例えば、特許文献８～１０参照。）。さらに、これら成
分をシャンプーに配合することで、毛髪のコンディショニング効果が優れたものになるこ
とも知られている（例えば、特許文献１１、１２参照）。これらの技術は、毛髪へのコン
ディショニング効果や刺激性に優れたものであるが、近年消費者のダメージケアニーズの
高まりとともに、さらなるコンディショニング効果の向上が望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００１－１０６６１６号公報
【特許文献２】特許第４６６６７９２号公報
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【特許文献３】特許第４９５０４８７号公報
【特許文献４】特開平０８－２４３３８７号公報
【特許文献５】特許第５２２５４８１号公報
【特許文献６】特許第３４６１４４２号公報
【特許文献７】特許第３４９５４４６号公報
【特許文献８】特許第３２１６８４８号公報
【特許文献９】特許第３６４４５６６号公報
【特許文献１０】特開平１０－２３７４９４号公報
【特許文献１１】特開２０１１－３７７５８号公報
【特許文献１２】特許第３０８７３９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
本発明の目的は、毛髪洗浄時に使用する水道水等に含まれる金属イオンを封鎖し、あるい
は塩素を除去し、髪が絡まない滑り性に優れ、すすぎ時に毛髪にきしみがなく、指通り性
に優れ、使用後に毛髪のぱさつきやごわつき感がなく、まとまりが良好であり、つや感に
優れた、あるいは洗い上がりの頭皮のつっぱり感がない毛髪洗浄料組成物を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
本発明者は、本発明の目的を達成するために鋭意研究した結果、フィチン酸を含有する毛
髪洗浄料組成物において、界面活性剤と特定の植物抽出物を組み合わせて配合するか、特
定のアミノ酸塩型界面活性剤とベタイン型両性界面活性剤を組み合わせて配合することに
より上記目的を達成できることを見出し、本発明を完成した。すなわち、本発明は、成分
（Ａ）フィチン酸を含有する毛髪洗浄料組成物であって、更に下記成分（Ｉ）または（Ｉ
Ｉ）を含有する毛髪洗浄料組成物である。
（Ｉ）下記成分（Ｂ）及び（Ｃ）
（Ｂ）界面活性剤
（Ｃ）ビルベリー、チャの植物より得られる抽出物から選ばれる１種または２種以上植物
抽出物
（ＩＩ）下記成分（Ｂ１）及び（Ｂ２）
　（Ｂ１）Ｎ－アシルサルコシン塩、Ｎ－アシルグルタミン酸塩から選ばれる１種または
２種以上のアミノ酸塩型界面活性剤
　（Ｂ２）ベタイン型両性界面活性剤
【発明の効果】
【００１１】
本発明によれば、毛髪洗浄時に使用する水道水等に含まれる金属イオンを封鎖し、あるい
は塩素を除去し、髪が絡まない滑り性に優れ、すすぎ時に毛髪にきしみがなく、指通り性
に優れ、使用後に毛髪のぱさつきやごわつき感がなく、まとまりが良好であり、つや感に
優れた、あるいは洗い上がりの頭皮のつっぱり感がない毛髪洗浄料組成物を提供できる。
本発明の毛髪洗浄料組成物に配合される（Ａ）フィチン酸は、イノシトール－６－リン酸
ともいい、米ぬかなどの穀類や豆類などから得られたものを用いることが好ましい。キレ
ート作用が強く、多くの金属イオンと結合することが知られている。また、水道水中等に
おける金属イオンが封鎖されたことの確認は、パックテスト（（株）共立理化学研究所）
などを用いることが好ましい。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
本発明の毛髪洗浄料組成物に配合される（Ａ）フィチン酸の配合量は、毛髪洗浄料全体に
対して好ましくは０．０００１～３％、更に好ましくは、０．００１～１％の範囲である
。この配合量の範囲であれば、水道水中の金属イオンを封鎖でき、毛髪にきしみやごわつ
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き感がなく、指通り性に優れ、使用後に毛髪がぱさつかず、まとまりが良好でつや感に優
れるため好ましい。
【００１３】
本発明の毛髪洗浄料組成物に配合される（Ｂ）界面活性剤は、成分（Ｃ）ビルベリー、チ
ャの植物より得られる抽出物から選ばれる１種または２種以上植物抽出物と組み合わせる
場合は、特に限定されるものではなく、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、ノニオ
ン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤等のいずれでも良く、洗浄性の観点からアニオン
性界面活性剤や両性界面活性剤が好ましい。好ましい界面活性剤の具体例としては、アル
キル硫酸塩型界面活性剤、アルキルエーテル硫酸塩型界面活性剤、オレフィンスルホン酸
塩型界面活性剤、リン酸エステル型界面活性剤、アルキルエーテルカルボン酸塩型界面活
性剤、アミノ酸塩型界面活性剤（サルコシン塩型、β－アラニン塩型、グルタミン酸塩型
、アスパラギン酸塩型など。）、スルホコハク酸塩型界面活性剤、タウリン型界面活性剤
、スルホベタイン型両性界面活性剤、アルキルベタイン型両性界面活性剤、アミドプロピ
ルベタイン型両性界面活性剤、イミダゾリニウムベタイン型両性界面活性剤等が挙げられ
る。これら界面活性剤の配合量は特に限定されるものではないが、毛髪洗浄料組成物全体
に対して３～３０質量％（以下、単に％という。）が好ましく、さらに好ましくは５～２
０％である。これは、界面活性剤の配合量を増やすと、洗浄性に優れるが、洗浄中の使用
感（例えば、きしみや指通り。）が低下する。また、充分な洗浄性を得るには３％以上が
好ましく、また、適度な粘性を保ち、充分な洗浄中の使用感を得るには３０％以下が好ま
しいからである。
【００１４】
ノニオン性界面活性剤としては、高級アルコール酸化エチレン付加物、ポリオキシエチレ
ンアルキルアリルエーテル、ポリオキシエチレンラノリンアルコール、アルキルフェノー
ルホルマリン縮合物の酸化エチレン誘導体、プルロニック型界面活性剤、ポリオキシエチ
レンアルキルチオエーテル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシ
エチレングリセリンモノ脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンプロピレングリコールモノ
脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン
ヒマシ油、硬化ヒマシ油誘導体、ポリオキシエチレンラノリン誘導体、脂肪族アルキル基
を含むブロックポリマー、ポリオキシエチレン脂肪酸アミド、ポリオキシエチレンアルキ
ルアミン、アルキルアミンオキシド、アルキルポリグルコシドなどが挙げられる。
【００１５】
カチオン性界面活性剤としては、塩化アルキルトリメチルアンモニウム、塩化ジアルキル
ジメチルアンモニウム、脂肪酸アミドアミン塩、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピ
ルエチルジメチルアンモニウム、ジココイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフ
ェート、ステアロキシプロピルジメチルアミン、ステアロキシプロピルトリモニウムクロ
リド、ステアリルＰＧジメチルアミン、ステアリルＰＧトリモニウムクロリド、ベヘニル
ＰＧトリモニウムクロリドなどが挙げられる。
【００１６】
本発明の毛髪洗浄料組成物に配合される（Ｃ）ビルベリー、チャの植物より得られる抽出
物はそれぞれの葉、根、茎、花、皮、枝、果実、果皮等の１種又は２種以上の部位から適
当な溶媒により抽出することにより得ることができる。抗酸化能が強く、残留塩素を効率
良く除去できることが知られている。また、水道水中等における塩素が除去されたことの
確認は、パックテスト（（株）共立理化学研究所）などを用いることが好ましい。
【００１７】
抽出溶媒としては、エタノール、メタノール、１，３－ブチレングリコール、プロピレン
グリコール、グリセリン等のアルコール類、冷水、熱水等の水、スクワラン、ヒマワリ油
、パラフィン油、エステル油等の油類、アセトン、酢酸エチル等から選ばれる１種又は２
種以上の混液が使用可能であり、これらの中では、水やアルコール類等の極性溶媒から選
ばれる１種又は２種以上の混液が望ましい。
【００１８】
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また、別の方法として、上記抽出液をシリカゲルクロマトグラフィー等の吸着系クロマト
グラフィーを用いて分画して得られる抽出物を用いることもできる。また、抽出液中の溶
媒を蒸留後さらに適当な溶媒に溶解したり、上記抽出液の濃縮物あるいは乾燥粉末を、本
発明に使用することもできる。
【００１９】
本発明の毛髪洗浄料組成物に配合される（Ｃ）ビルベリー、チャの植物より得られる抽出
物から選ばれる１種または２種以上の植物抽出物の配合量は、毛髪洗浄料組成物全体に対
して好ましくは０．００００１～３％、更に好ましくは、０．００００２～１％の範囲で
ある。この配合量の範囲であれば、水道水中の塩素剤を除去でき、毛髪にきしみやごわつ
き感がなく、指通り性に優れ、使用後に毛髪がぱさつかず、まとまりが良好でつや感に優
れるため好ましい。
【００２０】
本発明の毛髪洗浄料組成物に配合される（Ｂ１）Ｎ－アシルサルコシン塩、及び／または
、Ｎ－アシルグルタミン酸塩としては、例えばＮ－ラウロイルサルコシントリエタノール
アミン、Ｎ－ミリストイルサルコシントリエタノールアミン、Ｎ－ラウロイルサルコシン
ナトリウム、Ｎ－ミリストイルサルコシンナトリウム、ヤシ油脂肪酸サルコシントリエタ
ノールアミン、ヤシ油脂肪酸サルコシンナトリウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン
酸カリウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸ナトリウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル
グルタミン酸トリエタノールアミン、ラウロイルグルタミン酸カリウム、ラウロイルグル
タミン酸ナトリウム、ラウロイルグルタミン酸トリエタノールアミン、ミリストイルグル
タミン酸カリウム、ミリストイルグルタミン酸ナトリウム、ステアロイルグルタミン酸カ
リウム、ステアロイルグルタミン酸ナトリウム等である。本発明では、これらＮ－アシル
サルコシン塩、及び／または、Ｎ－アシルグルタミン酸塩を適宜選択し、１種または２種
以上を配合できる。特に好ましくは、Ｎ－ラウロイルサルコシントリエタノールアミンと
Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸トリエタノールアミンから選ばれる１種または２種
以上を配合することである。Ｎ－アシルサルコシン塩、及び／または、Ｎ－アシルグルタ
ミン酸塩の配合量は特に限定されるものではないが、毛髪洗浄料組成物全体に対して１～
３０％が好ましく、さらに好ましくは３～２０％である。これは、これらの成分の配合量
を増やすと、コンディショニング効果（例えば、洗浄中の使用感および洗浄後の仕上り感
の良さ等）が高くなるが、粘性が低くなるため、充分なコンディショニング効果を得るに
は１％以上が好ましく、また、適度な粘性を保ち、かつ、頭皮のつっぱり感を少なくする
には３０％以下が好ましいからである。
【００２１】
本発明の毛髪洗浄料組成物に配合される（Ｂ２）ベタイン型両性界面活性剤としては、ラ
ウリルベタイン、ラウリン酸アミドプロピルベタイン、２－アルキル－Ｎ－カルボキシメ
チル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベ
タイン、パーム核油脂肪酸アミドプロピルベタイン等である。本発明では、これらベタイ
ン型両性界面活性剤を適宜選択し、１種または２種以上を配合できる。特に好ましくはラ
ウリン酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、パーム核油脂
肪酸アミドプロピルベタインから選ばれる１種または２種以上を配合することである。ベ
タイン型両性界面活性剤の配合量は特に限定されるものではないが、毛髪洗浄料組成物全
体に対して３～３０％が好ましく、さらに好ましくは５～２０％である。これは、ベタイ
ン型両性界面活性剤の配合量を増やすと、粘性が高くなるが、コンディショニング効果（
例えば、洗浄中の使用感および洗浄後の仕上り感の良さ等）が低くなるため、充分な粘性
を得るには３％以上が好ましく、また、充分なコンディショニング効果得て、かつ、頭皮
のつっぱり感を少なくするには３０％以下が好ましいからである。
【００２２】
本発明の毛髪洗浄料組成物には、さらに（Ｄ）アミノ酸及び／またはその塩から選ばれる
１種または２種以上を配合することが好ましい。（Ｄ）アミノ酸及び／またはその塩は、
特に限定されるものでなく、酸性アミノ酸、中性アミノ酸、塩基性アミノ酸のいずれでも
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良く、ダメージ補修効果の点から、グルタミン酸、Ｌ－セリン、Ｌ－アルギニンおよび／
又はその塩のいずれか１種及び／または２種以上が好ましい。これらアミノ酸の配合量は
毛髪洗浄料組成物全体に対して好ましくは０．００１～３％、更に好ましくは、０．０１
～１％の範囲である。この配合量の範囲であれば、洗髪時およびすすぎ時の指通り性に優
れ、また乾燥後の仕上がり感触においても好ましい。
【００２３】
本発明の毛髪洗浄料組成物には、さらに（Ｅ）カチオン化グアガム、及び／または、カチ
オン化セルロースから選ばれる１種または２種以上配合することが好ましい。（Ｅ）カチ
オン化グアガム、及び／または、カチオン化セルロースのカチオン化度を示す電荷密度は
、０．５～２．５ｍｅｑ／ｇの範囲が好ましく、０．７～２ｍｅｑ／ｇの範囲が更に好ま
しい。カチオン化グアガム、及び／または、カチオン化セルロースの配合量は特に限定さ
れるものではないが、シャンプー組成物全体に対して０．０５～２％が好ましく、特に０
．１～０．７％が好ましい。この配合量の範囲であれば、洗髪時およびすすぎ時の指通り
性に優れ、また乾燥後の仕上がり感触においても好ましい。
【００２４】
本発明の毛髪洗浄料組成物には、さらに（Ｆ）２５℃で液状のポリオキシエチレンヤシ油
脂肪酸グリセリルを配合することが好ましい。（Ｆ）２５℃で液状のポリオキシエチレン
ヤシ油脂肪酸グリセリルは、非イオン界面活性剤として知られている既知物質であって、
２５℃において液状の性状を有するものである。ポリオキシエチレンの付加モル数として
は５～１０が好ましく、脂肪酸としては炭素数１２～２０のものが好ましい。このような
ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸グリセリンを例示すると、ポリオキシエチレン（５）ヤ
シ油脂肪酸グリセリン、ポリオキシエチレン（７）ヤシ油脂肪酸グリセリン、ポリオキシ
エチレン（１０）ヤシ油脂肪酸グリセリン、ポリオキシエチレン（５）パーム核油脂肪酸
グリセリン、ポリオキシエチレン（７）パーム核脂肪酸グリセリン、ポリオキシエチレン
（１０）パーム核脂肪酸グリセリン、ポリオキシエチレン（５）グリセリルモノオレート
、ポリオキシエチレン（７）グリセリルモノオレート、ポリオキシエチレン（１０）グリ
セリルモノオレート、ポリオキシエチレン（５）イソステアリン酸グリセリン、ポリオキ
シエチレン（７）イソステアリン酸グリセリン、ポリオキシエチレン（１０）イソステア
リン酸グリセリン等が挙げられる。これらの中でもポリオキシエチレン（７）ヤシ油脂肪
酸グリセリンが特に好ましい。本発明のシャンプー組成物では、これらポリオキシエチレ
ンヤシ油脂肪酸グリセリルを１種または２種以上組み合わせて含有させることができる。
通常、洗髪中の起泡性や使用感触を損なわない範囲で十分な洗浄性とコンディショニング
効果を与えるためには、本発明組成物中に０．３～１０質量％配合することが好ましく、
更に好ましくは０．５～５質量％である。
【００２５】
本発明の毛髪洗浄料組成物は、常法により製造することができ、ｐＨ３～１０のシャンプ
ーとして提供され、使用場面に合わせて、固体、粉体、液体、ジェル、クリーム、エアゾ
ール、フォーム等様々な態様をとることができる。
【００２６】
また、本発明の毛髪洗浄剤組成物には、効果を損なわない範囲で公知の成分を適宜配合す
ることができる。公知の成分としては、脂肪酸グリセリンエステル、ソルビタン脂肪酸エ
ステル、ショ糖脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、プロピレングリコール
脂肪酸エステル、ペンタエリトリトール脂肪酸エステル、モノグリセリド誘導体などが挙
げられる。
【００２７】
さらにアボカド油、アルモンド油、オリーブ油、グレープシード油、コメヌカ油、コメ胚
芽油、月見草油、ツバキ油、サザンカ油、マカデミアナッツ油、メドフォーム油、ローズ
ヒップ油、アンズ核油、シアバター、卵黄油、馬脂等の油脂類、ホホバ油、カルナウバロ
ウ、キャンデリラロウ、ラノリン、ミツロウ等のロウ類、オゾケライト、流動パラフィン
、スクワレン、ワセリン等の炭化水素類、イソステアリルアルコール、オクチルドデカノ
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ール、ラノリンアルコール、フィトステロール、セタノール、オレイルアルコール等の高
級アルコール類、ミリスチン酸イソプロピル、オレイン酸エチル、ステアリン酸オクチル
、２－エチルヘキサン酸セチル、イソノナン酸イソノニル、パルミチン酸オクチル、ジオ
レイン酸エチレングリコール、トリイソステアリン酸グリセリル、乳酸セチル、アジピン
酸ジイソプロピル、イソステアリン酸コレステリル等のエステル油類等、プロピレングリ
コール、ジプロピレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリエチレングリコール
、グリセリン、グリコシルトレハロース、ジグリセリン、イソプレングリコール、１，３
－ブチレングリコール等の多価アルコール、エチルアルコール、イソプロパノール等の低
級アルコール、キサンタンガム、グアガム、デンプン等の天然高分子及びその誘導体、ヒ
ドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、メチルセルロース等
のセルロール系高分子、カルボキシビニルポリマーやポリビニルピロリドン等の合成高分
子等、ジステアリン酸エチレングリコール、ジステアリン酸トリエチレングリコール等の
パール化剤、カオリン、無水ケイ酸、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、タルク、マイカ
、セルロース末、シルク末、デンプン、ポリエチレン末、ナイロン末、架橋ポリスチレン
等の顔料、防腐剤、金属イオン封鎖剤、噴射剤、無機塩、有機酸及びその塩、ピロリドン
カルボン酸及びその塩、ヒアルロン酸及びその塩、ソルビトールやマルチトールやトレハ
ロース等の糖類、トリメチルグリシン等の保湿剤、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼト
ニウム、イソプロピルメチルフェノール、ピロクトンオラミン、クララエキス、ジンクピ
リチオン、ヒノキチオール等の殺菌剤、その他、センブリエキス、塩化カプロニウム、セ
ファランチン、サリチル酸、イノシット、ヨウ化ニンニクエキス、レゾルシン、エストラ
ジオール、エチニルエストラジオール、オキセンドロン、パントテン酸及びその誘導体、
プラセンタエキス、ビオチン、モノニトログアヤコール、感光素３０１、ウシヘマチン、
グリチルリチン酸ジカリウム、塩酸ピリドキシン、冷感剤、温感剤、動植物抽出物、ビタ
ミン、紫外線吸収剤、アミノ酸及びその誘導体、タンパク質及びその誘導体、酸化防止剤
、着色剤、香料等である。
【実施例】
【００２８】
次に本発明の毛髪洗浄料組成物について実施例をもって詳細に説明するが、本発明はこれ
により限定されるものではない。実施例に先立ち、各実施例で採用した試験法、評価法を
説明する。
【００２９】
（１）水道水中の金属イオン封鎖実験（パックテスト法）
水道水中に発色試薬を添加し、そこへ実施例および比較例のシャンプー組成物を滴下し、
発色の度合いの変化を評価した。各金属イオンに用いた試薬は以下のとおりである（いず
れも共立理化学研究所　パックテストを用いた）。
・カルシウムイオン発色試薬：フタレインコンプレクソン（ＷＡＫ－Ｃａ）
・マグネシウムイオン発色試薬：チタンイエロー（ＷＡＫ－Ｍｇ）
・銅イオン発色試薬：バソクプロイン（ＷＡＫ－Ｃｕ）
尚、評価基準は以下の通りである。
　◎：極めて良好　発色がなくなり、ほぼ無色となった
　○：良好　　　　発色が大きく淡くなった
　△：やや悪い　　発色の変化が小さかった
　×：悪い　　　　発色の変化がほとんどなかった
【００３０】
（２）水道水中の残留塩素除去実験（パックテスト法）
水道水中に発色試薬を添加し、そこへ実施例および比較例のシャンプー組成物を滴下し、
発色の度合いの変化を評価した。発色試験に用いた試薬は以下のとおりである（共立理化
学研究所　パックテストを用いた）。
・残留塩素発色試薬：Ｎ，Ｎジエチル－ｐ－フェニレンジアミン硫酸塩（ＷＡＫ－ＣｌＯ
・ＤＰ）
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尚、評価基準は以下の通りである。
　◎：極めて良好　発色がなくなり、ほぼ無色となった
　○：良好　　　　発色が大きく淡くなった
　△：やや悪い　　発色の変化が小さかった
　×：悪い　　　　発色の変化がほとんどなかった
【００３１】
（３）洗髪時及びすすぎ時の使用感試験（ハーフヘッド法）
１０名の専門パネルにより、実施例および比較例のシャンプー組成物を使用し、洗髪中の
指通り、すすぎ時の指通り、すすぎ後のきしみの有無を官能評価した。尚、評価基準は以
下の通りである。
［洗髪中の指通り］
　◎：極めて良好　洗髪中の指通りが良いと答えた被験者の数が８人以上
　○：良好　　　　洗髪中の指通りが良いと答えた被験者の数が６人以上、８人未満
　△：やや悪い　　洗髪中の指通りが良いと答えた被験者の数が４人以上、６人未満
　×：悪い　　　　洗髪中の指通りが良いと答えた被験者の数が４人未満
［すすぎ時の指通り］
　◎：極めて良好　すすぎ時の指通りが良いと答えた被験者の数が８人以上
　○：良好　　　　すすぎ時の指通りが良いと答えた被験者の数が６人以上、８人未満
　△：やや悪い　　すすぎ時の指通りが良いと答えた被験者の数が４人以上、６人未満
　×：悪い　　　　すすぎ時の指通りが良いと答えた被験者の数が４人未満
［すすぎ後のきしみ］
　◎：極めて良好　きしまないと答えた被験者の数が８人以上
　○：良好　　　　きしまないと答えた被験者の数が６人以上、８人未満
　△：やや悪い　　きしまないと答えた被験者の数が４人以上、６人未満
　×：悪い　　　　きしまないと答えた被験者の数が４人未満
【００３２】
（４）洗髪乾燥後の髪の仕上がり感
１０名の専門パネルが前記と同様の方法で洗髪した後、毛髪を乾燥させ、毛髪のぱさつき
・まとまり易さの良否等の仕上がり具合を官能評価した。評価の基準を次のように設定し
た。
［ぱさつき］
　◎：極めて良好　ぱさつきがないと答えた被験者の数が８人以上
　○：良好　　　　ぱさつきがないと答えた被験者の数が６人以上、８人未満
　△：やや悪い　　ぱさつきがないと答えた被験者の数が４人以上、６人未満
　×：悪い　　　　ぱさつきがないと答えた被験者の数が４人未満
［まとまり］
　◎：極めて良好　髪のまとまりが良いと答えた被験者の数が８人以上
　○：良好　　　　髪のまとまりが良いと答えた被験者の数が６人以上、８人未満
　△：やや悪い　　髪のまとまりが良いと答えた被験者の数が４人以上、６人未満
　×：悪い　　　　髪のまとまりが良いと答えた被験者の数が４人未満
［つや］
　◎：極めて良好　つやがないと答えた被験者の数が８人以上
　○：良好　　　　つやがないと答えた被験者の数が６人以上、８人未満
　△：やや悪い　　つやがないと答えた被験者の数が４人以上、６人未満
　×：悪い　　　　つやがないと答えた被験者の数が４人未満
【００３３】
（５）洗髪乾燥後の頭皮のつっぱり感試験
１０名の専門パネルが上記と同様の方法で洗髪した後、毛髪を乾燥させ、頭皮のつっぱり
感の良否を官能評価した。尚、評価基準は以下の通りである。
［つっぱり感］
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　◎：極めて良好　つっぱり感がないと答えた被験者の数が８人以上
　○：良好　　　　つっぱり感がないと答えた被験者の数が６人以上、８人未満
　△：やや悪い　　つっぱり感がないと答えた被験者の数が４人以上、６人未満
　×：悪い　　　　つっぱり感がないと答えた被験者の数が４人未満
【００３４】
・実施例１～１５及び比較例１～１４
表１及び表２に示す組成のシャンプー組成物を調製し、金属イオン封鎖実験、残留塩素除
去実験、洗髪時及びすすぎ時の使用感、洗髪乾燥後の髪の仕上がり感、洗髪乾燥後の頭皮
のつっぱり感試験について調べ、その結果を表１及び表２に示した。
【００３５】
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【００３６】
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【表２】

【００３７】
表１及び表２より明らかなように、本発明の成分を用いた実施例１～１５のシャンプーは
比較例１～１４の組成物に比べていずれも優れた性能を見出した。
【００３８】
以下、本発明の毛髪洗浄料組成物のその他の処方例を実施例として挙げる。なお、これら
の実施例のシャンプー組成物についても、上記の金属イオン封鎖性、塩素除去性、洗髪時
の指通り、すすぎ時の使用感、乾燥後のぱさつきおよびまとまり、つやの各項目を評価し
たところ、いずれの実施例においても、優れた特性を有しており良好であった。
【００３９】
実施例１６　シャンプー
（１）ラウレス硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０
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（２）ラウロイルメチルアラニンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（３）ココアンホ酢酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（４）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（５）フィチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（６）ビルベリー葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（７）塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（８）カチオン化セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（９）ポリオキシエチレン（７）ヤシ油脂肪酸グリセリン　　　　　　　　　　４．０
（１０）塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　　　　０．１
（１１）加水分解コラーゲン液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１２）ヒアルロン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１３）シルクエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１４）加水分解コムギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１５）ローズヒップ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）グレープシード油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１７）ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）　　０．１
（１８）ポリクオタニウムー６４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１９）加水分解カラスムギタンパク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２０）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
（２１）安息香酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２２）ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２３）カラメル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２４）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２５）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
【００４０】
常法により上記組成のシャンプーを調製し、金属イオン封鎖性、塩素除去性、洗髪中の使
用感、洗髪乾燥後の仕上がり感を評価したところ、いずれの特性も優れており良好な結果
を得た。
【００４１】
実施例１７　シャンプー
（１）ラウレス硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０
（２）ラウロイルメチルアラニンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（３）ココアンホ酢酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（４）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（５）フィチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（６）チャ葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（７）塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（８）カチオン化セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（９）ポリオキシエチレン（７）ヤシ油脂肪酸グリセリン　　　　　　　　　　４．０
（１０）塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　　　　０．１
（１１）加水分解コラーゲン液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１２）ヒアルロン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１３）シルクエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１４）加水分解コムギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１５）ローズヒップ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）グレープシード油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１７）ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）　　０．１
（１８）ポリクオタニウムー６４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１９）加水分解カラスムギタンパク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２０）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
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（２１）安息香酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２２）ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２３）カラメル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２４）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２５）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
【００４２】
常法により上記組成のシャンプーを調製し、金属イオン封鎖性、塩素除去性、洗髪中の使
用感、洗髪乾燥後の仕上がり感、起泡性を評価したところ、いずれの特性も優れており良
好な結果を得た。
【００４３】
実施例１８　シャンプー
（１）ラウレス硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０
（２）ラウロイルメチルアラニンナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（３）ココアンホ酢酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（４）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（５）フィチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（６）ビルベリー葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（７）チャ葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（８）グルタミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（９）Ｌ－アルギニン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１０）Ｌ－セリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（７）塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（８）カチオン化セルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（９）ポリオキシエチレン（７）ヤシ油脂肪酸グリセリン　　　　　　　　　　４．０
（１０）塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　　　　０．１
（１１）加水分解コラーゲン液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１２）ヒアルロン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１３）シルクエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１４）加水分解コムギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）ローズヒップ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１７）グレープシード油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１８）ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）　　０．１
（１９）ポリクオタニウムー６４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２０）加水分解カラスムギタンパク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２１）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
（２２）安息香酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２３）ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２４）カラメル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２５）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２６）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
【００４４】
常法により上記組成のシャンプーを調製し、金属イオン封鎖性、塩素除去性、洗髪中の使
用感、洗髪乾燥後の仕上がり感、起泡性を評価したところ、いずれの特性も優れており良
好な結果を得た。
【００４５】
実施例１９　シャンプー
（１）フィチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２）Ｎ－ラウロイルサルコシントリエタノールアミン　　　　　　　　　　９．０
（３）Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸トリエタノールアミン　　　　　３．０
（４）パーム核油脂肪酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　６．０
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（５）ポリオキシプロピレンヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　　　　　　２．０
（６）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
（７）ヤシ油脂肪酸Ｎ－メチルエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　２．０
（８）カチオン化セルロース（電荷密度：０．８ｍｅｑ／ｇ）　　　　　　　０．２
（９）カチオン化グアガム（電荷密度：１．１ｍｅｑ／ｇ）　　　　　　　　０．２
（１０）塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　　　０．５
（１１）ポリクオタニウム－４９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１２）ポリオキシエチレン（７）ヤシ油脂肪酸グリセリン　　　　　　　　２．０
（１３）ジステアリン酸エチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（１４）ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（１５）ボタンピエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１６）サッカロミセス／コメヌカ発酵液エキス　　　　　　　　　　　　　１．０
（１７）ムクロジエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１８）ヒオウギエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１９）ツバキ種子エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２０）サクラ葉エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２１）チャ花エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２２）黒米エキス（商品名：黒米エキス－ＰＣ〔オリザ油化製〕）　　　　０．１
（２３）赤米エキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２４）コメヌカエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２５）コメ胚芽油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２６）加水分解コメタンパク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２７）コメヌカ油脂肪酸フィトステリル　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２８）アンズ核油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２９）イノシトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（３０）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４
（３１）安息香酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（３２）ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（３３）塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（３４）カルボマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（３５）カラメル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（３６）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（３７）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
【００４６】
常法により上記組成のシャンプーを調製し、洗髪中の使用感、洗髪乾燥後の仕上がり感、
頭皮のつっぱり感を評価したところ、いずれの特性も優れており良好な結果を得た。
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